
















































































































































































































岩手県の口語法稿本を取り上げた。第 2 次調査 (1908 (明治41)年)は、全道府県の教育関係者によっ
て実施された全国方言調査で、形態論的項目が中心の第l次調査 (1903 (明治36) 年)をふまえて、文
法カテゴリーごとの調査項目を中心に行われた。 1923 (大正12) 年 9 月の関東大震災によって消失した
が、調査報告の稿本や刊行物が地域によって存在することが判明し、特に岩手県の稿本については十種
類以上の現存を確認した。いわゆる通信調査ではあるが、明治末期の方言を知る資料として貴重である。









本章では、小林好日(東北帝国大学教授)による「東北方言通信調査資料J (1939~ 1941 (昭和13~
16) 年)を取り上げた。この資料は、東北地方の方言を対象に行われた語嚢・文法を中心とした通信調



























第 E部「東北方言における自発表現・可能表現」では、第 2 章では盛岡市方言における自発表現の記




述、第 6 章では盛岡市方言におけるケの記述を行い、それらと比較しながら第 7 章では山形市方言にお


































全体は、第 I 部「序論」、第 E部「東北方言における自発・可能表現」、第E部「東北方言におけるテ
ンス・アスペクト」、第N部「方言調査資料と述部形式」、第V部「結論」の 5 部から構成される。
第 I 部第 l 章では、方言文法研究の課題と本論文の目的・方法・特徴・構成について述べる。
第 E 部では、東北方言における自発・可能形式について取り上げる。まず、第 2 章「自発表現形式サ
ルの意味用法」では、東北方言に特徴的な自発形式「サル」について、可能の意味範鴫にまで視野を広












第N部では、新たに近代の方言調査資料 3 点を取り上げ、第 E部・第E部の成果と比較しながら、東
北方言における変容の様子を詳細に検討する。第11章 11口語法取調」と述部形式」では国語調査委員
会による明治21年の調査を、第12章 11東北方言通信調査資料」における述部形式」では小林好日(東
北帝国大学教授)による昭和13~16年の調査を、第13章 11全国方言文法の対比的研究」における述部
形式J では国立国語研究所による昭和41~48年の調査を取り上げ、分析を行う。
第V部「結論」第14章「本論文の成果と今後の課題」は、本論文のまとめにあたるものである。
自発・可能、テンス・アスペクトという分野は、近年、研究が活性化しており、東北方言について、
それらの様相を多角的に明らかにしたことは、学界に資するところ大である。また、近代以降の方言資
料を開拓し、それらを駆使することで、方言の動態を実証的に解明した点も評価に値する。
よって、本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認めら
れる。
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